
第３学年 算数科学習指導案 

 
                     日 時：平成２４年６月１８日（月）第５校時 

                     場 所：鵜沼第二小学校 ３年３組教室 

                     授業者：中村 寛    （北舎２階東） 

 

１．単元名   「わり算」 

 

２．単元について 

 本単元で扱う除法は，児童が初めて学習する演算方法であるため，その意味を確実にとらえさせると

ともに，どのような場面で用いるかについて，丁寧に指導する必要がある。 

 除法が用いられる具体的な場面としては，大別すると２つになる。１つは，ある数量がもう一方の数

量のいくつ分であるかを求める場合で，包含除と呼ばれるものである。もう１つは，ある数量を等分し

たときにできる１つ分の大きさを求める場面で，等分除と呼ばれるものである。 

 本単元では，「分ける（等分する）ということをとらえやすい」という理由から等分除から指導する。

単元の導入については，どちらの場面がよいかという議論があるが，一長一短である。いずれの立場を

とっても大切なことは，おはじきなど具体物を操作したり，図に表したり，身の回りのものを取り扱っ

て説明したりするなどの算数的活動を取り入れることである。また，その操作を表す言葉，式を対応さ

せながら理解させていくことが重要である。さらに，等分除，包含除と乗法との関係について考察する

のが本単元である。 

 次に，立式に対する答えの求め方について学習するが，操作と対応させて乗法の逆算としてとらえさ

せ，乗法九九から答えを導くように指導していくことが望まれる。 

 さらに，本単元では，乗法九九を１回適用して割り切れる除法の発展として，除数が１位数で商が２

位数の除法の計算のしかたを考える学習まで扱う。数の相対的な見方を活用して，計算できる数の範囲

を拡張させていくことのよさを味わわせる。 

 倍とわり算についても本単元で扱う。一方を１とみたときの他方の大きさといった見方は難しいが，

テープ図を使った表現を用いて視覚的に理解させていきたい。 

 

３．単元の指導目標 

除法が用いられる場合と意味について理解し，具体的な場面を除法の式に表したり，計算したりする

ことができる。 

（関） ・除法の意味や計算のしかたについて，乗法や減法との関連や具体物の操作などからとらえよう

とする。 

（考） ・等分除，包含除を既習の乗法や減法をもとに考えることができる。 

     ・商が２位数になる場合の除法計算のしかたを，数の構成や乗法九九１回適用の除法をもとに考

えることができる。 

（技） ・除法が用いられる場面を式で表現することができる。 

    ・除法の場面を立式し，乗法九九を用いて答えを確実に求めることができる。 

（知） ・除法の用いられる場面や意味，答えの求め方がわかる。 
    ・０をわったり，１でわったりする場合の除法の意味と計算のしかたがわかる。 

・何倍かを求めるときに除法が用いられることがわかる。 

 

４．前後の関連（関連と発展） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 ２ かけ算 

４ かけ算の筆算 

 

・乗数や被乗が０，10の 

乗法 

・２，３位数×１位数の計

算原理，筆算 

・ことばの式や図表示 

３年 ６ わり算 

 

・除法の意味と立式 

・除法が１，２位数で乗法

九九１回または簡単な２

回適用のあまりのないわ

り算 

・０や１の除法 

・何倍かを求める除法 

３年 ９ あまりのある 

わり算 

 

・乗法九九１回適用であま 

りのある除法 

・あまりと除数の大小関係 

・あまりを処理する除法の 

問題 



５．児童の実態（男子１４名 女子１７名） 

「わり算」のレディネス・テストの結果は以下の通りであった。 

 

・乗法九九を適用して，乗法や被乗法を求める           ９６．８％ 

・倍の概念                                       ８５．５％ 

・図をもとに，簡単な等分除の問題の答えを求める         ７１．０％ 

・図をもとに，簡単な包含除の問題の答えを求める         ６１．３％ 

 

３年生になってからは５０マス計算やかけ算の筆算の学習をしているため，レディネス・テストの

乗法九九の適用問題や倍の概念についての問題はよくできていた。しかし中には，乗法九九や倍の概

念がまだまだ不十分な児童もいる。今後，個別に継続的な指導をする必要があると考える。また，本

単元「わり算」において重要な「同じ数ずつ分ける」という除法の概念形成が不十分な児童が多く見

られた。この点については，本単元の学習を進める上で配慮を要する内容であると考える。 

授業では，「はじめに」「つぎに」「だから」といった順序を表す言葉を使って自分の考えを説明でき

る子が多い。また，説明の途中で，「ここまでいいですか。」と友達に確認したりできる子もいる。今

後は，考えの根拠を明らかにして説明ができるようにしたいと考えている。さらに，友達の考えを最

後まで聞いて，「わかりました。」「同じです。」などのハンドサインで反応することも，ほとんどの子

ができている。しかしまだ，友達の話の内容を十分に理解して，つなげて話したりできる子は少ない。

今後は，自分たちで話の内容を深め合えるようにしたいと考えている。  

 

６．研究テーマとの関わり 

 

（研究主題） 

こどもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

（重点） 

 １．子どもの思考力・表現力を高めるために，算数の内容の系統性にもとづいた指導計画を作成し， 

単位時間に位置づける言語活動を明確にし，指導を工夫する。 

２．問題解決に必要な思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けさ 

せる指導を工夫する。 

 

≪重点①に関わって≫ 

・指導内容を焦点化するという意図から，「①知識・技能の習得・定着を図ることに重点を置いた授業」 

と「②知識・技能を活用し，思考力・判断力・表現力等を育むことに重点を置いた授業」という単 

位時間の役割を明確にした指導計画を作成した。 

・レディネス・テストの結果から，児童が初めて出会う除法の概念形成を丁寧に指導するために，単 

元の導入（標準配当時間：１時間）を２時間扱いにした。 

・言語活動については，おはじきなどの具体物の操作活動を言葉で説明させ，図や式とつなぐようにしていく。

本時については，既習の等分除との違いや共通点を明らかにするために，おはじきの操作活動や図や式の

違いや共通点に気づかせ，それらを言葉で説明させたいと考えている。 

 

≪重点②に関わって≫ 

・基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けさせるための指導として，児童におはじきなどの

具体物の操作を十分させることにした。 

  ・既習の学習内容を掲示物で振り返ることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 



知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

 

知識・技能を活用し，思考力・

判断力・表現力等を育むことに

重点を置いた授業 

知識・技能を活用し，思考力・

判断力・表現力等を育むことに

重点を置いた授業 

７．単元指導計画【３年：第６単元 わり算】 全１２時間                 ＮＯ．１ 

時間 １・２／１２ ３／１２ ４／１２（本時） 

目標 

おはじきを分ける活動を通し

て，同じ数に分ける計算をするた

めには，順に１つずつ分ければよ

いことに気づき，等分除の意味を

理解し，除法の式で表すことがで

きる。 

等分除の答えを同数累減や

除数を乗数にした乗法で求め

る活動を通して，除法の商は，

乗法九九を用いて求められる

ことに気づき，除法の計算をす

ることができる。 

何人分かを求める問題場面に

おいて，おはじきなどの具体物を

操作したり，図や式に表したりす

ることを通して，１人分を求める

除法（等分除）と同じようにわり

算で求めることができることに

気づき，包含除の意味を理解する

ことができる。 

評価 

規準 

ある数量を等分したときにで

きる１つ分の大きさを求める場

合，除法の式に表すことができる

ことを理解している。 

   【知識・理解】 

乗法九九を使って，等分除の答

えを求めることができる。 

 

【技能】 

ある数量がもう一方の数量の幾

つ分であるか求めるときも，除法

の式に表すことができることを理

解している。 

【知識・理解】 

授業 

展開 ② ① ② 

導入 

問題 

 いちごが１２こあります。３人

で同じ数ずつ分けると，１人分は

何こになるでしょう。 

チョコレートが１８こありま

す。６人で同じ数ずつ分けると，

１人分は何こになるでしょう。 

いちごが１２こあります。１人

に３こずつ分けると，何人に分け

られるでしょう。 

課題 

同じ数ずつ分ける場合の答え

の見つけ方を考えよう。 

 同じ数ずつ分けるわり算の答

えを計算で求める方法を考えよ

う。 

何人に分けられるかの答え

の見つけ方を考えよう。 

言語 

活動 

 おはじきを操作したり，図や

式に表したりしたことを言葉で

説明する。 

図や式に表したことを言葉で

説明する。 

おはじきを操作したり，図や式

に表したりしたことを言葉で説

明する。 

主 

な 

学 

習 
活 
動 

１．場面を絵や図で表し，同じ

数ずつ分ける問題であるこ

とを把握する。 

２．おはじきや図をもとに答え

を見つける。 

１．問題場面を把握し，立式す 

る。 

２．図やおはじきなどを使って自

分なりに考えることがで 

きる。 

３．１人分の個数を□を用いて 

乗法で表し，商が乗法九九を 

用いて考えることができる 

ことを理解する。 

４．練習問題を行い，式表示や乗

法九九を使って商を求めるこ

とを定着することができる。 

１．問題場面を図で表し，何人

に分けられるかを求める問

題であることを把握する。 

２．図やおはじきなどを使っ

て，自分なりに考えることが

できる。 

３．包含除の場合にも，除法の

式が適用できることを知る。 

４．「わられる数」「わる数」

を理解し，式で表すことがで

きる。 

３．ひき算やかけ算を使って答

えを見つける。 

４．記号「÷」と１２÷３＝４

の式表示を理解する。 

５．わり算の用語，意味につい

て理解する。 

まとめ 

 同じ数に分ける計算をわり算

という。 

 わり算の答えを求めるには，か

け算九九を使えばよい。 

何人に分けられるかをもとめ

る時も，わり算の式に表すことが

できる。 

既
習 

事
項 

・おはじきを使って，同じ数ず 

つ分けることができる。 

・同数累減の考え方をつかって 

等分除の除法の答えを求め

ることができる。 

・乗法九九ができる。 

・同数累減の考え方をつかって

除法の答えを求めることが

できる。 

・乗法九九ができる。 

・おはじきを使って，同じ数ず 

つ分けることができる。 

・同数累減の考え方をつかって 

包含除の除法の答えを求め 

ることができる。 

・乗法九九ができる。 

主
な 

つ
ま
ず
き 

・等分除の分け方の意味が理解 

できない。 

・わり算の商は，除数の段の乗 

法九九で求められることが 

分からない。 

・全体の数量と幾つ分が捉えら 

れない。 

つ
ま
ず
き

へ
の
対
応 

・おはじきによる操作活動を通 

して，同じ数ずつ分けること 

の意味を理解できるように 

する。 

・除数分減ることをおはじきに 

よる操作で表し，乗法九九と 

関連付けて考えさせる。 

・等分除の場合との取り方の違 

いをはっきりさせるために， 

おはじきによる操作活動を 

する。 



知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

単元指導計画【３年：第６単元  わり算】 全１２時間                 ＮＯ．２ 

時間 ５／１２ ６／１２ ７／１２ 

目標 

包含除の商を計算で求める

活動を通して，商を求めるため

には，わる数の乗法九九を使っ

て求められることに気づき，除

法の計算をすることができる。 

等分除と包含除の具体的な

場面を乗法の式に表して比べ

ることを通して，等分除と包含

除では求めているものが「１つ

分」と「いくつ分」とで違って

いることに気づき，等分除と包

含除と乗法との関係について

理解することができる。 

被除数が０の場合の除法や

除数が１の場合の除法の計算

をすることを通して，被除数が

０の場合の除法や除数が１の

場合の除法の意味を理解する

ことができる。 

評価 

規準 

包含除の答えを，乗法九九を

用いて求めることができる。        

 

【技能】 

包含除も等分除と同じ式で

表すことや同じ乗法九九で商

が求められることを理解して

いる。    【知識・理解】 

被除数が０の場合や除数が

１の場合も除法の式で表すこ

とができることを理解してい

る。     【知識・理解】 

授業 

展開 
① ① ① 

導入 

問題 

クッキーが２０こあります。１

人に４こずつ分けると，何人に分

けられるでしょう。。 

８÷２＝４の式になるお話を，

下のようにつくりました。２つの

お話を，かけ算の式に表してくら

べましょう。 

箱に入っているケーキを，３人

で同じ数ずつ分けます。 

１人分の数をもとめる式を書

きましょう。 

課題 

何人かに分けるわり算の答

えを計算で求める方法を考え

よう。 

 ２つのわり算の問題のちが

いを考えよう。 

 わられる数がいろいろな数

のわり算の仕方を考えよう。 

言語 

活動 

図や式に表したことを言葉で

説明する。 

 等分除と包含除の問題場面

をかけ算の式に表す。 

 ０や１でわることの意味を言

葉で説明する。 

主 

な 

学 

習 
活 
動 

１．問題場面を把握し，立式す

る。 

２．□を使って乗法九九により

商を求める。 

３．包含除の場合にも乗法九九

によって商を求めることが

できることを理解する。 

４．具体的な数値での問題で，

わり算で処理をして考える

よさを理解する。 

１．等分除と包含除の問題を作

る。 

２．問題場面や式の中，求める

乗法の式から相違点を見つ

ける。 

３．等分除，包含除とも同じ形

の式表示になることを理解

する。 

４．練習問題を行い，理解を深

める。 

１．□を使って立式をし，□に

入れる数について考える。 

２．被除数が０の時の商の意味

を考える。 

３．除数が１の時の商について

立式し商を求めることがで

きる。 

４．練習問題を行い，理解を深

める。 

まとめ 

 何人かに分けるわり算の答

えを求めるときも，かけ算九九

を使えばよい。 

 わり算には，１つ分をもとめ

るわり算といくつ分をもとめ

るわり算がある。 

 ０をわったり，１でわったり

するわり算もある。 

既
習
事
項 

・乗法九九を用いて等分除の答 

えを求めることができる。 

・等分除と包含除の問題場面が

理解できる。 

・かけ算の立式ができる。 

・等分除の問題場面が理解でき 

る。 

・乗法九九１回適用の除法がで 

きる。 

主
な 

つ
ま
ず
き 

・わり算の答えは，わる数の段 

の九九で求められることが分 

からない。 

・場面の違い，乗法の式の違い 

を理解することができない。 

・０や１のわり算の意味が理解 

できず，計算間違いをしてし 

まう。 

 

つ
ま
ず
き
へ

の
対
応 

・４つずつ取る，６つずつ取る 

 ことで４の段・６の段の九九 

で考えればよいことを確認 

する。 

・場面に合わせた操作をするこ 

とで，１つ分といくつ分をは 

っきりさせてから立式する 

・１でわる場面を他に考えて理 

解を深める。 



知識・技能を活用し，思考力・

判断力・表現力等を育むことに

重点を置いた授業 

知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

知識・技能を活用し，思考力・

判断力・表現力等を育むことに

重点を置いた授業 

単元指導計画【３年：第６単元  わり算】 全１２時間                 ＮＯ．３ 

時間 ８／１２ ９／１２ １０／１２ 

目標 

何倍かを求める具体的な場面

の答えを求める活動を通して，何

倍かを求めることは，ある数がも

とにする大きさのいくつ分かを

求めることであることに気づき，

ある数がもとにする大きさの何

倍かを求めるときも除法が用い

られることを理解することがで

きる。 

基本的な学習内容に習熟し，そ

れを活用する。 

基本的な学習内容を理解し

ているか確認する。 

何十÷１位数で，十の位がわ

り切れる場合の具体的な場面

の答えを求める活動を通して，

何十÷１位数の計算は，10 を

単位にして考えれば既習の乗

法九九を使って計算できるこ

とに気づき，商が何十になる除

法の計算をすることができる。 

評価 

規準 

何倍かを求めるときに除法が 

用いられることが分かる。 

【知識・理解】 

乗法九九を１回用いた除法 

の計算ができ，それを用いて問

題を解決することができる。 

【技能】 

(何十)÷(１位数)の計算の

仕方を，１０をもとにして考え

ている。 

【数学的な考え方】 

授業 

展開 ② ① ② 

導入 

問題 

１８ｍのリボンは，３ｍのリ

ボンの何倍の長さでしょう。 

ｐ．７５ 練習 

 

６０まいのおり紙を３人で同

じ数ずつ分けます。１人分は何ま

いになるでしょう。 

課題 
何倍をもとめる計算のしか

たを考えよう。 

 練習問題をして，わり算の計

算に慣れよう。 

わられる数が何十のわり算

のしかたを考えよう。 

言語 

活動 

 何倍になっているかをテープ

図や式に表し，言葉で説明する。 

  テープ図や式を使って，10

を単位にすればよいことを言

葉で説明する。 

主 

な 

学 

習 

活 
動 

１．問題場面を把握し，答えの 

求め方を考える。 

２．「何倍」と「いくつ分」は

同じであることから，「１つ

分の大きさ×いくつ分＝全

体の大きさ」という言葉の式

をもとに立式できることを

理解する。 

３．わり算で表せることを理解

する。 

１．乗法九九１回適用の除法の計  

  算，０や１の除法の計算 

２．等分除の適用問題 

３．包含除の適用問題 

４．倍の適用問題 

 

１．問題場面を把握し，答えの 

求め方を考える。 

２．10をもとにして考えると，

かけ算九九１回適用の問題

になることを理解する。 

３．練習問題を行い，理解を深

める。 

まとめ 

何倍になっているかをもと

めるときにも，わり算をつかう

ことができる。 

  何十÷１位数の計算は，10

をもとにして計算すればよい。 

既
習 

事
項 

・等分除の問題場面が理解でき 

る。 

・乗法九九１回適用の除法がで 

きる・ 

①乗法九九１回適用の除法の 

計算，０や１の除法の計算 

②等分除の適用問題 

③包含除の適用問題 

④倍の適用問題 

・何十を 10を単位にした相対 

的な見方ができる。 

・乗法九九１回適用の除法がで 

きる。 

主
な 

つ
ま
ず
き 

・何倍の意味が理解できない。 ・１位数や２位数を２位数でわ 

る除法の計算ができない。 

・わられる数を１０のまとまり 

が幾つ分と捉えられない。 

つ
ま
ず
き 

へ
の
対
応 

・「何倍」とは「幾つ分」のこ 

とであること，幾つ分を求め 

るときにはわり算を使うこ 

とを確認する。 

・自分で答え合わせをすること 

で，つまずきやすい箇所を自覚 

し，教科書で学習内容を振り返 

り，理解できるようにする。 

・１０を単位としてみるため 

に，１０玉を用意し，まとま 

りを意識させる。 



知識・技能の習得・定着を図る 

ことに重点を置いた授業 

知識・技能を活用し，思考力・

判断力・表現力等を育むことに

重点を置いた授業 

単元指導計画【３年：第６単元  わり算】 全１２時間                 ＮＯ．４ 

時間 １１／１２ １２／１２ 

目標 

２位数÷１位数で各位がわ

りきれる場合の計算の仕方を

考える算数的活動を通して，被

除数を位ごとに分けて計算す

ればよいことに気づき，計算の

仕方を考えることができる。 

基本的な学習内容に習熟し，そ

れを活用する。 

基本的な学習内容を理解し

ているか確認する。 

評価 

規準 

２位数÷１位数の計算の仕方

を考えている。 

【数学的な考え方】 

１位数や２位数を１位数でわ

る除法の計算の仕方を理解し，

計算ができる。 

【技能，知識・理解】 

授業 

展開 ② ① 

導入 

問題 

６３まいのおり紙を３人で

同じ数ずつ分けます。１人分は

何まいになるでしょう。 

ｐ．７９ きほんのたしかめ 

 

課題 

かけ算九九で答えが見つけ

られない何十何÷１けたの計

算のしかたを考えよう。 

 練習問題をして，学習のまと

めをしよう。 

言語 

活動 

テープ図や式を使って，十の

位と一の位にわけて計算すれ

ばよいことを言葉で説明する。 

 

主 

な 

学 

習 

活 

動 

１．問題場面を把握し，答えの 

求め方を考える。 

２．わられる数を十の位と一の

位に分ければ計算できるこ

とを理解する。 

３．練習問題を行い，理解を深

める。 

 

１．除数の用語の理解 

２．乗法九九１回適用の除法の 

計算 

３．等分除，包含除の問題場面 

の理解 

４．等分除，包含除の問題づく 

 り 

５．２位数÷１位数で，被除数

の各位がわりきれる除法の

計算 

まとめ 
 何十何÷１けたの計算は，位

ごとに分けて計算すればよい。 

  

既
習
事
項 

・何十÷１位数の乗法ができ 

る。 

・乗法九九１回適用の除法がで 

きる。 

①除数の用語の理解 

②乗法九九１回適用の除法の 

計算 

③等分除，包含除の問題場面の 

理解 

④等分除，包含除の問題づくり 

⑤２位数÷１位数で，被除数の 

各位がわりきれる除法の計算 

主
な 

つ
ま
ず
き 

・わられる数を位ごとに分けて 

考えることができない。 

・１位数や２位数を２位数でわ 

る除法の計算ができない。 

つ
ま
ず
き 

へ
の
対
応 

・前時の６０÷３の計算の仕方 

を想起させ，６０と３に分け 

れば計算できそうだと見通 

しをもたせる。 

・自分で答え合わせをすること 

で，つまずきやすい箇所を自 

覚し，教科書で学習内容を振 

り返り，理解できるようにす 

る。 



 



８．本時のねらい （４/１２）         

何人分かを求める問題場面において，おはじきなどの具体物を操作したり，図や式に表したりすることを通

して，一人分を求める除法（等分除）と同じようにわり算で求めることができることに気づき，包含除の意味

を理解することができる。                              【知識・理解】 

９．本時の展開 

 ねらい 学習活動 ※指導援助 ・留意点 

つ 
 

か 
 

む 
 
 
 
 

 
 

考 
 

え 
 

る 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

深 
 

め 
 

る 
 
 
 
 
 
 
   

確 

か 

に 

す 

る 

問題文を読み，１

人分を求める（等分

除の）問題ではな

く，何人に分けられ

るかを求める（包含

除の）問題であるこ

とを把握する。 

 

 

 

既習の解決方法

を使って，考え作り

をすることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 
 

 

 

 

等分除との違い

や共通点は何かを

話し合う。 
 

 

 

包含除の場合も

わり算の式で表し

てよいことを知る。 

 
 

 
 

 

練習問題を通し

て，学習内容を確か

なものにすること

ができる。 

 

○本時の問題を知る。 

 

 

 

・今日は，１人分が分かっていて，何人に分けられるか 

を求める問題だ。 

 

○本時の課題を知る。 

何人に分けられるかの答えの見つけ方を考えよう。 

 

○個人追究をする。 

・おはじきを使って考える。 
● ● ●  ● ● ●  ● ● ●  ● ● ● 

 １人目    ２人目   ３人目    ４人目 

だから，1人に３こずつ４人に分けられます。 

・図をかいて考える。 

   １人目   ２人目  ３人目   ４人目   

だから，１人に３こずつ４人に分けられます。 

・ひき算を使って考える。 

 １２－３＝９  ９－３＝６ 

  ６－３＝３  ３－３＝０ 

だから，１人に３こずつ４人に分けられます。 

・かけ算を使って考える。 

 ３×１＝３   ３×２＝６ 

 ３×３＝９   ３×４＝１２ 

だから，１人に３こずつ４人に分けられます。 

 

○全体交流をする。 

・両方とも３ずつひいていくひき算をしている。 

・前は，おはじきを１つずつ配ったけど，今度はまとめ

て配っている。 

 

○包含除の場合もわり算の式に表してよいことを知る。 

○本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

○練習問題をする。 

 15 枚のおり紙を，１人に５まいずつ分けると，何人

に分けられるでしょう。 

（式）１５÷５＝３ 

          （答え）３人 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 

 

 

・前時までの等分除（１

人分を求める）との違

いを明らかにする。 

 

 

 

・１人に３こずつ分け

たことが分かるよう

にノートに書かせ

る。 

 

 

 

・おはじきの操作活動を 

言葉で説明させ，図や 

式とつなぐようにする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・等分除の学習掲示を

もとに考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・「わられる数」「わ

る数」を教える。 

 

 

 

 

 

 

 

いちごが１２こあります。１人に３こずつ分けると，

何人に分けられるでしょう。 

何人に分けられるかをもとめる時も，わり算の式

に表すことができる。 

１２÷３＝４ 
わられる数  わる数 

評価規準 

  【知識・理解】 

包含除の意味を

理解することがで

きる。 



 


